
総合的な学習の時間・小学校・5年   三木市立三木学校 教諭 伊勢川 友通 

単元名 ぼく・わたしの自然学校 

題材名題材名題材名題材名「「「「自然学校自然学校自然学校自然学校をををを振振振振りりりり返返返返ってってってって」」」」    

■■■■    目目目目    標標標標    

◦ 自然学校での活動の様子をわかりやすく他の学年や保護者に伝えることができる。 

◦ 班のメンバーで適切に場面を分担し、協力して作品作りができる。 

■ コンピュータコンピュータコンピュータコンピュータをををを活用活用活用活用するするするする利点利点利点利点    

班単位の活動なので、分担してそれぞれが活動することができる。写真を上手に活用して説明する

ことによって、活動の様子がよくわかり、わかりやすく伝える方法として有効である。プロジェクタ

による投影ができ、さらに、印刷物による展示もすることができる。 

■■■■    授業授業授業授業のののの流流流流れれれれ 

■ ICTICTICTICT活用場面活用場面活用場面活用場面    

《作成》 

写真を選び、リサイズする。 

班のフォルダに保存する。

（VIX） 

発表の画面（自分の分担分）

を作成する。（パワーポイント） 

発表の順に並べ、１つのファ

イルにまとめる。 

スライドショーの流れを確認し、修正を加える。 

《発表》 

ビデオプロジェクタを使って投影する。 

スライドショーの操作をする。 

■ 成果成果成果成果とととと課題課題課題課題    

発表のひとつの方法としてスラ

イドショーを使えるようになった

ことが成果として挙げられる。今後、

発表の場面において、ひとつの選択

肢として使うことができるように

なればいいと思う。写真や文字の大きさ、配置を考えながらひとつの画

面を構成していくという作業の中で、画面をデザインし構成する力がつ

いた。デジタルカメラが普及してきているので、自分で写した写真など

の画像を活用する力に結びついていくようにしたい。 

■ ICTICTICTICT活用環境等活用環境等活用環境等活用環境等    

    

 

 

使用周辺機器 デスクトップＰＣ、プロジェクタ 

使用ソフト名 Ms-Power Point、VIX、 

使用教室 ＰＣ教室、普通教室 

 

発表の場面を決める

（班活動） 

分担し、それぞれの作

成場面を決める。 

レイアウトを考える。

文字の大きさ、場所、

写真の大きさ、場所。 

それぞれそれぞれそれぞれそれぞれ、、、、写真写真写真写真をををを選選選選びびびび、、、、

リサイズリサイズリサイズリサイズするするするする。。。。    

配置や背景の色合い等

を見直す。 

班班班班でででで、、、、ひとつのひとつのひとつのひとつのスライスライスライスライ

ドショードショードショードショーにまとめるにまとめるにまとめるにまとめる。。。。    

発表の練習をする。 

発表会を開く。 
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